
 

 

平成2８年度 英語が好きになる学校づくり 取組報告書 

事務所名 県南教育事務所 学校名 奥州市立江刺愛宕小学校 ＴＥＬ 0197-35-2061 

 

 

 

 

【ねらい】 

  教師も児童も、無理なく、そして継続的に取り組み、楽しみながら英語に慣れ親しむことを通して、英語が好きになる

学校づくりを行うこと。 

 

【具体的な取組】                            【資料１】言語習得の過程をふまえた指導 

１ 高学年における「外国語活動」の更なる充実 

 【手立て１ 言語の習得過程モデルに基づいた英語に慣れ親しむ活動の工夫】 

   言語の習得過程である「input-intake-output」の中でも「intake」を 

重視した活動の工夫を行った。「input」と「output」をつなぐ「intake」 

とは、注意して読み聞きする過程で、「input」のメッセージ内容を理解 

して、それを繰り返し発話することで頭に取り入れていく習得過程と捉 

えることとした。指導者の発話をリピートする活動（「input」）から児童 

自ら表現する活動（「intake」⇒「output」）へと移行していくような基 

礎的活動を構成することが効果的であると考え、高学年を中心に実践し 

た。 

 

【資料２】 「input」から「intake」への移行を重視した基礎的活動の展開（５年 Lesson8「『夢の時間割』をつくろう第１時～第３時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童も教師も、楽しみながら英語に慣れ親しみ、 

積極的にコミュニケーションを図ることを通した、英語が好きになる学校づくり 

＜第１時＞ 平成２８年１１月１０日（木）５校時 

・【Let’s Play①】「スリーヒントクイズ」 

・【Let’s Play②】「キーワードゲーム」⇒「聞く」⇔「リピート」（単語：教科） 

・「ポインティングゲーム」⇒「聞く」⇔「リピート」＋「単語と絵を結び付ける」 

・【Let’s  Listen①】「今日の時間割は何か、考えよう。」 

・【Let’s  Sing】「Sunday, Monday, Tuesday」⇒「フレーズを繰り返し歌う」 

＜第２時＞平成２８年１１月１６日（水）５校時 

・【Let’s Play②】「キーワードゲーム」⇒「聞く」⇔「リピート」（単語：曜日＋教科） 

・「ミッシングゲーム」⇒「絵カードを見る」⇔「記憶から引き出す」 

・【Let’s  Chant】「What do you study?」⇒「フレーズを繰り返し歌う」 

・【Let’s  Listen②】「どんな学校生活か、わかったことを書こう。」 

 

 

＜第３時＞平成２８年１１月１８日（金）５校時 

・【Let’s  Chant】「What do you study?」⇒「フレーズを繰り返し歌う」 

・【Let’s Play②】「キーワードゲーム」⇒「聞く」⇔「リピート」（単語：教科＋曜日） 

＋「自分の立場を伝える」（ex. I study music.等） 

・「What do you study?じゃんけん」⇒「フレーズを繰り返し話す」 

・「ラッキーカードゲーム」⇒「質問する」⇔「答える」 

・「仲間をさがそう。」⇒「質問する」⇔「答える」 
 

第１時から第３時まで、「input」から「intake」への移行が図られるように活動を構成し、最後には自ら「質問する」

⇔「答える」活動を繰り返したことで、自信をもって表現する姿が見られるようになった。 

主に「教科」 

「input」が中心 

主に「曜日」 ・ 「input」⇒「intake」 

主に「教科」・「intake」が中心 

 

平成28年度小学校外国語中核教員研修会 研修資料より 



 

 【手立て２ 目的意識をもたせたコミュニケーション活動の工夫】 

   児童に単元のゴールを示し、目的意識をもたせたコミュニケーション活動を設定するようにした。また、英語による

コミュニケーション活動を通して、「相手のことをより良く知る」ことができた実感を得られるように、単元構想の工

夫を行った。 

【資料３】５年Lesson５ What do you like?「友だちにインタビューしよう」 単元構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 全校児童が英語に慣れ親しむ環境づくり 

 【手立て１ 低・中学年担任とＡＬＴでの外国語活動の授業の実践】 

   低・中学年児童も年に数回、外国語活動の授業を行い、英語に慣れ親しむことができるようにした。 

   低・中学年担任も、授業のイメージをもてるように、１回目の実践（１学期後半～２学期前半）は、ＡＬＴがメイン 

となって授業を展開してもらうようにした。また、１１月には、中核教員や高学年担任の授業を低・中学年教員等が参 

観し、担任による外国語活動の授業の展開について研修することができるようにした。 

以上の研修をもとに、１２月以降のＡＬＴ来校時、低・中学年の各学級で授業実践を行う予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

① 

② 

③ 

①児童が、本単元において目的意識をもつこと

ができるようなコミュニケーション活動を構想 

②単元終末のコミュニケーション活動から導入

場面を構想 

③単元を通して「input」中心から「intake」中心の

活動に移行していくように活動を構成（点線

部分） 

この単元の学習では、どんなことをするのが楽し

みですか？（５年生への意識調査より） 

・基礎的活動を手段として捉え、コミュニケーション

活動を目的と捉えている記述（「いろいろな単語を知

り、みんなで質問しあったりするのが楽しみです。」

等） 

・内容への興味・関心を示した記述（「好きなものを聞

いたり、大切なものなどを聞いたりしてみたいで

す。」等） 

・コミュニケーション活動のよさ・楽しさを期待する

記述（「友達にインタビューして、友達のことをいっ

ぱい知ることができるのが楽しみです。」等） 

Lesson５でのコミュニケーション活動を行った際の児童の振り返りカード（５年生）より 

・コミュニケーションを図る楽しさを感じることができた記述 

（「たくさん質問することで、さらに英会話が楽しくなりました。」等） 

・友達と互いにより理解し合えたという実感をもつことができた記述 

（「好きなスポーツを聞いて、今まで知らなかったけど、今日知ることができた。」等） 

これらのことから、外国語そのものを「言えた」ということに留まらず、児童にコミュニケーションを図る楽しさや友

達と互いにより理解し合えたという実感をもたせることができたと考える。 

 



 

【手立て２ 日常的に英語に慣れ親しむ環境づくり】 

   昼の放送でＡＬＴが放送したり、昼休みに「English Time（ＡＬＴと英語でのゲームをして楽しむ時間）」を行った 

りして、全校児童が英語に慣れ親しむことができるようにした。 

【English Time 活動例（低学年）】 

 ○英語でのやりとりに慣れ親しむ活動 

 

「紙飛行機を作って、的の近くに飛ばそう」というゲー

ムを行った。紙をもらうために「Paper, please.」「Thank 

you.」、名前を書くために「Pen, please.」等の表現を使う

必要感をもたせ、英語に慣れ親しませることができた。 

【English Time 活動例（高学年）】 

○日本と外国との文化の違いに気付く活動 

 

ＡＬＴの出身地であるアメリカの食文化について紹介

してもらった。ファーストフード店で販売している飲み

物の量等、写真を交えながら紹介してもらったことで、

児童は日本との違いに驚き、外国の文化に興味をもって

話を聞いていた。 

 

３ 外国語活動における授業改善に向けた研修の充実 

 【手立て１ 授業指導力向上に関わる研修の充実】 

 【手立て２ 英語運用能力向上に関わる研修の充実】 

   職員会議・校内研究会において時間を設定し授業指導力・英語運用能力向上を図るようにした。職員会議では、主に

「理論編」（外国語活動の理念・学習指導要領・今後の動向について）、校内研究会（全体研究会）の冒頭部分では、主

に「実践編」（授業作り・実践例・Classroom Englishについて）の研修を実施し、１回につき５～１０分程度の短時間

ではあったが、共通理解を図ることができた。 

  【資料４】校内研修資料（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



 

４ 意識調査の結果 

【資料５】 児童の意識調査の結果と変容（全校児童２６０名） 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

【資料６】教員の意識調査の回答 （左側：５月 右側：１１月 教員１６名から主な記述を抜粋）  

   

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

【成果】 

 ・中核教員とＡＬＴが連携し、全教員・全校児童が英語に慣れ親しむ活動を行う機会を定期的に設けたことで、「英語が好

き」だと感じる児童を増やすことができた。今後、低・中学年の児童が英語に触れる機会を増やしていきたい。 

 ・授業指導力向上・英語運用能力向上に関わる研修を、短時間ではあるが継続して行ったことで、全教員で共通理解が図

られ、外国語活動の授業の在り方についてイメージをもつことができた。英語運用能力の更なる向上が必要である。 

「外国語活動は好きですか？」に対して、肯定的な回答は、７３％から８７％に変化し、「英語が好き」と思う

児童が増加したことがわかる。また、「考えたことがない・よくわからない」は１７％（４３名）から６％（１６

名）に減少し、英語を使った活動が児童にとって身近に感じられるようになってきたことが推察される。 

 「英語を使って、相手と話をすることは好きですか？」に対しては、肯定的な回答が６２％から７４％に増加し

た。一方で、１１月に「ほとんど話したことがない・わからない」と回答した児童は１５％（３８名）おり、コミ

ュニケーションを図る楽しさを実感する機会が不足していたことが考えられる。 

＜授業指導力に関わって＞ 

・もう少し趣旨を理解したい。 

・活動あって学びなしになっている時が多い気がする。 

・より良い授業の例をあまり観る機会がなく、自分でも、もち

ろんできていない状況にある。 

＜英語運用能力に関わって＞ 

・ゲームや取り組み方等、児童が理解できていない気がして、

日本語を使ってしまいがちである。 

・クラスルームイングリッシュが身についていないと思う。 

・中学年担任なので機会がない。 

＜授業指導力に関わって＞ 

・校内研修等で、具体的な指導・学習の姿をイメージすること

ができた。 

・授業を見せてもらったのが自分の中で大きい。活動のバリエ

ーションを増やすことができたように感じる。 

・ねらいに応じた45分の展開について、もっと深めていきたい。 

＜英語運用能力に関わって＞ 

・可能な限り使っているが、指示を出す言葉を覚えていきたい。 

・ほめる時、指示はなるべく英語とジェスチャーで行っている。 

・発音に自信がない。（同様な回答４名） 


